
 
 

 

 

 

  

   
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

 
 
 
 
 

 

 
 
≪受講申し込みについて≫ 

今年度より学術講演会は座席と資料準備の都合上、事前申し込みとさせていただきます。 

申込みがない場合は座席と資料が準備できない場合があります。 

●申し込み方法  

大阪府歯科衛生士会のホームページより必要事項をご入力のうえ、お申し込みください。 

申し込み完了時に送信される『研修会「お申し込み」控え』を印刷または携帯電話画面を、研修会当日、 

受付にて提示してください。 

ホームページから申し込みができない場合は、研修会名、開催日、名前・会員番号、連絡先（携帯電 

話番号と FAX 番号）を明記の上、会事務所まで FAX してください。申し込み受理の場合、会より 

『研修会「申し込み」控え』を FAX します。下記申込期間内に控えが届かない場合は会事務所まで 

ご連絡ください。 

●申し込み期間 平成 29 年 12 月 4 日（月）～ 平成 30 年 1 月 26 日（金）※定員になり次第締め切り 

 

会員外    ５，０００円 

学生会員     ５００円 

学生（会員外）１，５００円 

 

 

 

 

120 名 （申し込み制）※定員になり次第締め切り 

日 時 平成 30 年 2 月 ４日（日）１３：00～１６：10 

受講料 

会 場 

大阪府歯科衛生士会会員 １，５００円 

他府県歯科衛生士会会員 ３，０００円 

住友病院 １４階講堂  

 （大阪市北区中之島 5-3-20）  

 学術講演会  

定 員 

認定更新生涯研修・専門研修基本研修 申請中  

専門研修 A「歯周治療の基本技術」Ⅰ-Ｅ全身疾患、生活習慣病に関する知識 2 単位 

専門研修Ｃ「在宅歯科医療の基礎」Ⅲ-Ｅ臨床医学概論 1 単位  

「糖尿病患者に対する歯周治療」 

―医療保険の立場からー 
講  師 ：林 正純 先生 

（大阪府歯科医師会 常務理事） 
 国民健康・栄養調査の糖尿病に関する状況によると「糖尿病が強く疑われる人」は 950 万人、

「糖尿病の可能性を否定できない人」が 1100 万人と推計され、成人の 5 人～6 人に１人は 

糖尿病あるいは耐糖能異常を有する状態であると言われている。日本歯周病学会 2014 年発刊の

糖尿病患者に対する歯周治療のガイドラインによると、「歯周治療は HbA1c の改善に有効」が推

奨グレード B でエビデンスとして示されており、相互関係は一定の科学的根拠を持って示されて

いる。高齢化進展における新たな歯科医療ニーズや最近のガイドラインも含めた歯周病と糖尿病

について医療保険の立場から再確認したく思う。 

 

※日本歯周病学会認定 

歯科衛生士生涯研修単位申請中 
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